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１ ． １  業 務 の 概 要  

 本 業 務 は 、 法 高 〇 ｍ 、 延 長 〇 〇 ｍ 、 法 勾 配 １ ： １ ． ５ 、

線 路 縦 断 勾 配 １ ０ ‰ 、 片 切 片 盛 の 盛 土 法 面 改 修 工 事 で あ

る 。 湧 水 に よ り す べ り 破 壊 の 危 険 度 が 高 い 盛 土 法 面 に 対

し 、 段 切 掘 削 、 腹 付 盛 土 、 法 面 安 定 工 を 実 施 し た 。 コ ス

ト 削 減 ・ 工 期 短 縮 を 実 現 す る た め 、 近 隣 の 工 事 現 場 で 発

生 し た 火 山 灰 質 粘 性 土 を 上 部 盛 土 （ 性 能 ラ ン ク Ⅲ ） の 腹

付 盛 土 と し て 使 用 し た 。  

 設 計 ・ 施 工 上 、 条 件 の 厳 し い 火 山 灰 質 粘 性 土 に 対 し 、

「 法 尻 補 強 に よ る す べ り 破 壊 制 御 理 論 」を 応 用 し た 設 計 、

排 水 処 理 と 盛 土 補 強 効 果 を 同 時 に 発 揮 で き る よ う 工 夫 し

た 盛 土 内 排 水 工 の 設 計 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 〇 〇 万 円

の コ ス ト 削 減 、 〇 ヶ 月 の 工 期 短 縮 を 可 能 と し た 。  

１ ． ２  実 施 時 期 お よ び 役 割  

 平 成 〇 〇 年 １ 月 ～ 平 成 〇 〇 年 ５ 月  

 調 査 ・ 設 計 か ら 施 工 管 理 ま で の 実 質 的 な 責 任 者  

２  技 術 上 の 課 題 、 そ れ を 解 決 す る た め の 方 策 と 理 由  

２ ． １  課 題  

①  列 車 荷 重 載 荷 時 ・ 降 雨 時 に お け る 盛 土 体 の 安 定 度 確 保  

火 山 灰 質 粘 性 土 の 材 料 特 性 値 で 安 定 照 査 す る と 、 す べ

り 破 壊 の 危 険 性 が あ り 、す べ り 抵 抗 力 付 与 が 課 題 で あ る 。 

②  ト ラ フ ィ カ ビ リ テ ィ の 確 保  

法 尻 部 地 表 面 が 軟 弱 化 し て お り 、 大 型 運 搬 機 械 通 行 の

た め 、 地 表 面 の 強 度 増 進 が 課 題 で あ る 。  

③  盛 土 内 湧 水 に 対 す る 効 果 的 な 排 水  

地 山 か ら の 浸 透 水 、 軌 道 下 の 滞 留 水 が 流 入 し や す い 地

形 で あ り 、 盛 土 内 排 水 工 が 課 題 で あ る 。  

２ ． ２  方 策 （ 図 １ 参 照 ）  

① 法 尻 部 に 透 水 性 の 高 い 砕 石 層 （ 厚 さ ５ ０ ｃ ｍ ） を 敷 設

し 、 法 尻 を 補 強 す る こ と で す べ り 抵 抗 力 を 向 上 さ せ た 。  

② 砕 石 層 を サ ン ド マ ッ ト 工 法 で 施 工 し 、 工 事 用 道 路 と し
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表 題 ： 〇 〇 鉄 道 〇 〇 駅 ～ 〇 〇 駅 間 の 盛 土 法 面 改 修 工 事 の 設 計  

物件の概要と貢献内

容が簡潔に述べられ

ています。 

課題は鉄道設計技士としての方針で

す。技術的に何を対処すべきか具体

的に述べられています。 



て の 強 度 を 確 保 し た 。  

③ 恒 久 排 水 補 強 パ イ プ と 板 状 排 水 材 を 組 合 せ て 、 排 水 効

果 に 加 え て 盛 土 補 強 効 果 を 同 時 に 発 揮 で き る 設 計 と し た 。 

２ ． ３  理 由  

① ② に 対 し 砕 石 層 敷 設 を 採 用 し た 理 由 は 、 法 尻 補 強 に

よ る 安 定 度 確 保 及 び ト ラ フ ィ カ ビ リ テ ィ 確 保 が 同 時 に 可

能 と な り 工 期 短 縮 に 効 果 が 高 い か ら で あ る 。  

③ の 理 由 は 、 段 切 掘 削 面 ま で は 集 水 面 積 の 広 い 板 状 排

水 材 を 、 盛 土 深 部 に は 恒 久 排 水 補 強 パ イ プ を 打 設 し 、 そ

の 深 さ は 円 弧 す べ り 包 絡 線 内 部 ま で と し て 、 地 山 と 一 体

化 さ せ る こ と で 盛 土 補 強 効 果 が 得 ら れ る か ら で あ る 。  

３  現 時 点 で 技 術 的 に 改 善 す べ き 点  

 法 尻 補 強 に よ る す べ り 抵 抗 力 付 与 は 、 法 尻 補 強 の 高 さ

の 分 だ け 円 弧 す べ り 半 径 を 短 く で き 、 火 山 灰 質 粘 性 土 に

対 す る す べ り 破 壊 防 止 効 果 を 実 証 で き た 。 一 方 、 恒 久 排

水 補 強 パ イ プ に よ る 盛 土 補 強 は 、 ２ ㎡ に １ 箇 所 の 標 準 仕

様 で 設 計 し た 箇 所 は 、 粘 着 力 を 付 加 す る こ と で 火 山 灰 質

粘 性 土 に 対 す る 補 強 効 果 を 実 証 で き た 。 し か し 、 設 計 時

の 想 定 よ り 湧 水 が 多 く 見 ら れ 恒 久 排 水 補 強 パ イ プ を 増 設

し た 箇 所 に つ い て は 、 増 設 分 の 盛 土 補 強 効 果 は 数 値 評 価

で 実 証 す る こ と が で き な か っ た 。  

 今 後 は 、 試 験 結 果 や 現 場 敷 設 実 績 、 敷 設 後 の 状 態 を 検

証 し 、 上 記 の よ う な 補 強 効 果 を 数 値 評 価 に て 明 ら か に し

て 、 よ り 効 率 的 な 設 計 を 実 施 し て い き た い 。  

対策は実施したことです。土木設計

をどのように決定したか、課題に対

応させて述べられています。 

理由とは、判断根拠や意義です。こ

こでは対策の必要性や妥当性が述べ

られています。 

現時点での評価とは、ＰＤＣＡと同

じ。実施して良かった事、失敗した

ことをチェックし、反省します。 ＰＤＣＡの結果、新たな知見が得ら

れていること、すなわち専門家らし

い姿勢が表れています。 


